
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
写
真
展

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
堺
市
で
開
く

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
ウ
ク
ラ
イ

ナ
避
難
民
の
医
療
支
援
に
取

り
組
む
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部
＝
岡
山
市
）

は
２
日
か
ら
４
日
ま
で
、
大

阪
府
堺
市
の
コ
ク
リ
コ
さ
か

い
で
写
真
展
「
写
真
で
語
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
者
支
援
」

を
開
催
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
人
道

危
機
発
生
以
後
、
隣
国
ハ
ン

ガ
リ
ー
で
の
支
援
活
動
を
ス

タ
ー
ト
。
特
定
非
営
利
活
動

法
人
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
（
本
部
＝
徳

島
県
吉
野
川
市
）
と
合
同
医

療
チ
ー
ム
を
作
り
、
こ
れ
ま

で
に
医
師
５
人
、
看
護
師
６

人
、
調
整
員
３
人
を
ハ
ン
ガ

リ
ー
に
派
遣
し
た
。
主
な
活

動
地
は
多
く
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

人
が
避
難
す
る
、
国
境
近
く

の
ベ
レ
グ
ス
ラ
ー
ニ
ー
や
キ

シ
ュ
バ
ー
ル
ダ
。
ま
た
ウ
ク

ラ
イ
ナ
国
内
避
難
者
へ
も
医

薬
品
や
医
療
機
器
、
食
品
や

車
両
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　
治
療
の
様
子
や
、
子
ど
も

だ
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
模
様

を
大
き
な
写
真
パ
ネ
ル
で
展

示
。
「
私
は
毎
日
神
に
祈
り
ま

す
。
そ
れ
が
す
べ
て
悪
魔
の

よ
う
に
私
た
ち
に
起
こ
る
の

は
残
念
で
す
」
と
い
っ
た
選
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難
民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

紹
介
さ
れ
た
。
布
キ
ャ
ン
パ

ス
に
子
ど
も
た
ち
が
手
形
や

国
旗
を
の
び
の
び
と
描
い
た

平
和
を
願
う
絵
も
。

　
何
度
も
現
地
入
り
を
し
て

い
る
難
波
妙
理
事
は
「
ウ
ク

治療や交流の模様を展示。
子どもたちの絵も

ラ
イ
ナ
の
人
々

も
、
こ
う
な
る

前
は
教
会
に
行

っ
て
何
気
な
い

お
話
を
し
て
暮

ら
す
の
が
日
常

だ
っ
た
。
今
は

そ
れ
も
で
き

ず
、
心
の
拠
り

所
を
失
っ
て
い

る
」
と
危
機
感

を
募
ら
せ
、
日

本
の
宗
教
者
に
と
っ
て
も
決

し
て
遠
い
国
の
他
人
事
で
は

な
い
と
話
し
た
。

　
写
真
展
は
本
部
の
あ
る
岡

山
市
で
８
月
に
行
っ
た
の
に

続
く
２
回
目
。
堺
市
の
浄
土

宗
正
明
寺
の
森
俊
英
住
職

が
、
檀
信
徒
か
ら
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
道
支
援
浄
財
を
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
に
寄
付
し
た
こ
と
か
ら

縁
が
生
ま
れ
て
の
開
催
と
な

っ
た
。
「
実
際
に
我
々
が
ハ
ン

ガ
リ
ー
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
行

く
こ
と
は
難
し
く
て
も
、
活

動
す
る
人
を
支
援
し
、
そ
の

活
動
を
市
民
の
皆
様
に
伝
え

る
の
も
宗
教
者
の
役
目
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
森
住

職
は
話
す
。
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